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大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科 グラフィックデザインコースの4年生2名が、「第93回毎日広告デザイン賞」におい
て、プロ・アマ問わず総応募点数917点の中から、小坂 桜華さんが「一般公募・広告主課題の部 優秀賞」、森澤 玲奈さん
が「一般公募・広告主課題の部 学生賞」を受賞しました。本作品は、本学の姜 尚均教授の指導のもと、学生が3年次に制作
したものです。

　「新しい読書体験」という言葉から、読書とは「書き手が自分の中から生み
出した言葉で語りかけ、読み手が自身の思想と重ねて向き合う対談である」
と考え、「裸の付き合いをする銭湯のようだ」という着想に至っています。
そして、著者の象徴として「太宰治と同じ湯船に浸かっているビジュアル」
を描き、時代感のトンマナや細部の描写にリアリティを追求することで、
見る方が、実際の読書体験と同じように作品の世界へ没頭できることをめ
ざしています。　

作品解説

　この度は、歴史ある毎日広告デザイン賞にて素晴らしい賞を頂戴し、誠
に光栄に思います。このような賞をいただき、ご指導いただいた先生方、
そして制作を支えてくれた友人や家族に心より感謝申し上げます。今回の
受賞を大きな励みに、今後もさらに精進してまいりたいと思います。

受賞者コメント

　本作品は、駄菓子のサワーペーパーを食べる少女をモチーフに、子
どもらしい無邪気な瞬間を切り取っています。手がベタベタになるの
を嫌がって、大人のように綺麗に食べる工夫をしないでそのまま口で
食べてしまう、「不器用だけど素直な子どもの姿」を描いており、「食べ
たい」という気持ちのままに行動する自然体な姿が伝わってきます。垂
れ下がるペーパーの形や、頬のふくらみ、味わうことに集中して閉じ
られた目など、その瞬間への没入感のこだわり、さらに整っていない
食べ方や、少しだらしない仕草にも、子どもならではの純粋さや可愛
らしさがよく表現されています。

作品解説

　まさか自分の作品が選ばれるとは思っておらず、大変嬉しく思っています。日常の中にある何気ない瞬間や、子どもらし
い無邪気さを表現した作品なので、それが評価していただけたことをとても光栄に感じています。この受賞を励みに、これ
からも自分らしい表現を続けていきたいと思います。

受賞者コメント

主催：毎日新聞社、後援：経済産業省

左：森澤 玲奈さん　右：小坂 桜華さん

「若年者向けストーカー被害防止啓発ポスター」
最優秀賞を受賞しました！
大阪府警「若年者向けストーカー被害防止啓発ポスター」の募集で西海 玲さん・美術科
３年生（受賞時）が最優秀賞を受賞し、2月に大阪府警本部より感謝状が贈呈されました。

　SNSで一方的に繰り返し連絡を受けている状況を感じさせる構図となっていて、スマート
フォンを見る女子生徒からは不安感や困惑している様子など緊迫した雰囲気が伝わってくる昨
品となっています。

作品解説

　「毎日広告デザイン賞」は、1931年（昭和6年）に創設された、日本で最も歴史ある広
告賞の一つです。本賞は、実際に掲載された新聞広告を対象とする「広告主参加作品の
部」と、若手クリエイターや学生が自由な発想で挑戦する「一般公募・広告主課題の部」
の2部門で構成されています。
なかでも「一般公募・広告主課題の部」は、次世代の才能を発掘する広告デザイン界の登
竜門として高く評価されており、毎年、全国からプロ・アマを問わず多数の意欲的な作
品が寄せられる、国内屈指の難関コンペティションです。

「毎日広告デザイン賞」について

大阪成蹊大学 芸術学部4年生2名が
「第93回毎日広告デザイン賞」を受賞しました!!

作品名 裸の対談
受賞者 小坂 桜華（芸術学部 造形芸術学科 グラフィックデザインコース）
課　題 新潮社「新潮文庫」　15段カラー

作品名 サワーペーパーを食べる子
受賞者 森澤 玲奈（芸術学部 造形芸術学科 グラフィックデザインコース）
課　題 やおきん「サワーペーパーキャンディ」　30段カラー

令和８年度全国高等学校総合体育大会
近畿総体2026 プログラム表紙最優秀賞に決定しました！
令和8年全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の近畿総体2026で使用される競技別プログラムの表紙デザインで、
佐藤 文音さん・美術科3年生（受賞時）と西海 玲さん・美術科3年生（受賞時）が最優秀賞に選ばれました。

　試合の節目が変わる劇的な一
場面のようであり、試合会場の
歓声が聞こえてくるような熱気
や躍動感を作品から感じとるこ
とができます。

作品解説

佐藤 文音
バスケットボール競技プログラム表紙

　フルスイング後のボールをと
らえた瞬間、白球が太陽に吸い
込まれるような構図から、ソフ
トボール競技の躍動感や明るい
未来、希望などのイメージが感
じとれます。

作品解説

西海 玲
ソフトボール競技プログラム表紙

　4月22日千里中央公園に遠足に行ってきました。お母さんだけでなくお父さんの姿もちらほ
ら。春の遠足は、新年度が始まってクラス替えがあったので、同じクラスの保護者や子どもた
ち同士が仲良くなるという目的で、親子で遠足を行っています。阪急バス千里中央案内所横で
集合し、クラスごとに集まって、公園をめざしました。公園に到着してすぐに、クラスごとに
記念撮影をしました。お家の人と一緒なので、みんなうれしそう！「りんごぐみ　だいすき～」や
「に～」と言って、笑顔でパチリ。
　「ナンバー1体操」をして、「なべなべそこぬけ」で身体を動かしました。「なべなべそこぬけ」
は、はじめは、親子で2人、次は4人、最後は8人で、手をつないで、腕をねじって、身体を
ひっくり返してみんな同じ方向に向くのがとても難しかったですが、成功したときには、歓声
があがっていました。
　身体を動かしたあとは、自己紹介の時間。恥ずかしかったようですが、自分で名前を言えま
した。
　待ちに待った「お弁当タイム」。さわやかなお天気の中で、食べるお弁当はサイコーにおいし
かったです。
　食後は、楽しみにしていた「ローラー滑り台」楽しくて、何回もすべる子がたくさん。「おしり
がかゆい～」なんていう感想も（笑）。アスレチックも楽しんでいました。タンポポの綿毛を見つ
けて、ふ～っと飛ばしているようすもとてもかわいかったです。
　思い思いに、存分に身体を動かして遊ぶことを楽しんでいました。仲良くなれたかな？

こみち幼稚園 園長　水上 明美

「年中 春の親子遠足」「年中 春の親子遠足」

大阪成蹊女子高等学校大阪成蹊女子高等学校
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